





































直接経費 間接経費 メ口ミ 計
平成13年度 28，700，000 8，610，000 37，310，000 
平成14年度 19，000，000 5，700，000 24.700.000 
平成15年度 19，000，000 5，700，000 24，700，000 
平成16年度 14，300，000 4，290，000 18，590，000 
平成17年度 14，300，000 4，290，000 18，590，000 
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1モル%の (S，S)-3存在下、 50%水酸化カリウム水溶液/トルエン中、 OoCで行うと、相当する
ベンジル化体が得られる。この際、触媒の一方のビナフチル骨格の 3，3'一位にアリール基を導入
するとエナンチオ選択性は大きく向上し、特に 3，4，5-トリフルオロフェニル基を有する(S，S)-


















































































(5)-6 __ _ _ _ 1 
PhっC==N、 ノに . 
toluene Y 、OBu'













(5)-6 (1 mol%) : >9釣も ee(990/0) for 1 h p)叩1moi%):99%ee跳 for2h 
5)-6 (0.05 mol%) 99% ee (98%) for2 h 




ノ酸の合成が困難であるという点が挙げられる o このため、そういったかさ高い αー アルキルア
ミノ酸の合成が可能になる、相間移動条件下での不斉ストレッカ一反応の開発に取り組んだ。
‘・...S02Mes (R，R，R)幽7(1 mol%) n KCN (1. 5明)






94%， 94%a 95%，98%a 
(R尺，R)平(Arコp幽 CF3C6H4)
。~よJ
secondary欄 R σ ぴ
81%，90% a 82%，88% ee 89%， 95%a 88%，97% a 
カム
98%，97%関
M℃ 
85%，93% ee 
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その結果、らせん型のキラル相関移動触媒 (R，R，R)-7をデザインすることにより、光学活性ア
ミノニトリルを高エナンチオ選択的に得ることができた。この手法では、かさ高いアルキル基
を有するイミンの方がより高いエナンチオ選択性が得られるため、かさ高いα一アルキルアミノ
酸の不斉合成に適していることが判った。
。半球裂を有する機能性ルイス酸の開発
半球型の機能性有機金属分子としてのトリス(2，6-ジフェニルベンジル)ーシリル、ゲルミル、
スズ化合物を効率よく合成し、それらの機能性評価を行った。まず、トリス(2，6-ジフェニルベ
ンジル〉スズヒドリドが飽和アルデヒドと不飽和アルデヒドとの官能基選択的還元剤として有効
であること、また、トリス(2，6-ジフェニルベンジル)シラノールのジメチルアルミニウム錯体が
Tishchenko反応に優れた活性を現わすことを見い出した。特に、半球裂のトリス(2，6-ジフエ
ニルベンジル)シリル基が αー シリルケトンやs-シリルケトンの求核剤(アルキルリチウムやア
ミド塩基)に対するカルボニル基の顕著な保護能力を見い出した。こういった化合物の X線構
造解析、 NMR測定等を行ない、芳香環によって形成された半球形の遮蔽および安定化効果を詳
細に調べた。さらに、不安定なグリオキシレートがトリス(2，6-ジフェニルベンジル)シリル基に
よって安定化させることを見い出し、安定なグリオキシレート体としての精密有機合成への有
用性を明らかにした。
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